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開講年度 2021 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 86030

学年 1 曜⽇/時限 単位数 2.0 科⽬コード 860300

担当教員 ⼩野 ミツ, ⻄村 和美

学部/学科 ⼤学院 修⼠課程 ＣＮＳコース 在宅看護

備考
必修/選択：専攻領域必修 

授業形態：講義

授業の⽬的

療養上複雑で多様な課題を持つ療養者やケア提供者に対して倫理的判断・臨床的判断を総合して、問題解決⽅法を提案し、実施できる。

到達⽬標

1 在宅ケアにおける療養者・家族への倫理的判断・臨床的判断に関する基本的な概念や理論について理解できる。

2 在宅ケアにおける療養者・家族への倫理的判断・臨床的判断に必要な能⼒や技術を修得することができる。

3 在宅ケアで直⾯する可能性の⾼い倫理的課題について具体的な問題解決⽅法を考えることができる。

4 療養上複雑で多様な課題を持つ療養者・家族およびケア提供者について倫理的判断・臨床的判断を統合して、問題解決⽅法を提案することができる。

DPとの関連

DP1 ◎ 

DP6（CNS）〇 

DP7（CNS）〇

授業計画

1

看護倫理の基礎知識

【授業内容】臨床における倫理的判断を検討するために必要な基本的な概念である倫理原則、徳の倫 理、ケアリング、アドボカシーの諸理論と、⽂

化的価値観や専⾨職としての倫理的責任について学ぶ。 

【授業⽅法】講義 

【担当】⼩野、⻄村

2

在宅ケアで直⾯する倫理的問題

【授業内容】在宅ケアで直⾯するインフォームドコンセントや意思決定、倫理的・臨床的判断が必要な場⾯での現状、最新の動向や研究について討

論する。 

【授業⽅法】講義 

【担当】⼩野、⻄村

3

在宅ケアにおける意思決定⽀援

【授業内容】療養者とその家族の意思決定の様相を理解し、意思決定⽀援に必要なコミュニケーションスキルやツールを学び、具体的な⽀援につい

て討論する。 

【授業⽅法】講義 

【担当】⼩野、⻄村

4

 在宅ケアにおける看護過程の展開（１）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ認知症の事例について、⽣活ニーズを抽出し、倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し在宅看護過

程を展開する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

5

在宅ケアにおける看護過程の展開（１）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ認知症の事例について、⽣活ニーズを抽出し、倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し在宅看護過

程を展開する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

6

在宅ケアにおける看護過程の展開（２）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ難病の事例について、⽣活ニーズを抽出し、倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し在宅看護過程

を展開する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

7

在宅ケアにおける看護過程の展開（２）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ難病の事例について、⽣活ニーズを抽出し、倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し在宅看護過程

を展開する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

8

 在宅ケアにおける看護過程の展開（３）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ⼩児の事例について、⽣活ニーズを抽出し、倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し在宅看護過程

を展開する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村
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9

 在宅ケアにおける看護過程の展開（３）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ⼩児の事例について、⽣活ニーズを抽出し、倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し在宅看護過程

を展開する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

10

在宅ケアにおける看護過程の展開（４）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ終末期の事例について、⽣活ニーズを抽出し、倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し在宅看護過

程を展開する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

11

在宅ケアにおける看護過程の展開（４）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ終末期の事例について、⽣活ニーズを抽出し、倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し在宅看護過

程を展開する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

12

在宅ケアにおける看護過程の展開（５）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ虐待事例への倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し具体的な⽀援を考える。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

13

在宅ケアにおける看護過程の展開（５）

【授業内容】療養上複雑で多様な課題を持つ虐待事例への倫理的・臨床的判断と問題解決⽅法を検討し具体的な⽀援を考える。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

14

在宅看護過程の展開：事例検討

【授業内容】学⽣がこれまで経験した療養上複雑で多様な課題を持つ事例への⽀援をリフレクションする。そして本授業での学びを踏まえ、詳細な

分析を⾏い、問題解決⽅法を検討する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

15

在宅看護過程の展開：事例検討

【授業内容】学⽣がこれまで経験した療養上複雑で多様な課題を持つ事例への⽀援をリフレクションする。そして本授業での学びを踏まえ、詳細な

分析を⾏い、問題解決⽅法を検討する。 

【授業⽅法】講義、学⽣によるプレゼンテーション 

【担当】⼩野、⻄村

学習⽅法

主体的に学習に取り組めるようテーマに関する⼤学院⽣のプレゼンテーションと討議を基本とする。

オフィスアワー

⽉曜⽇・⽔曜⽇の昼休み

テキスト

特に指定はしない
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評価⽅法

授業・討議への参加度（50%）、学習への取り組み・プレゼンテーション（50％）


